
 ワークショップ３ （Ｂ会場） 

         『体を使って楽しむＩｎｔａｋｅ』     髙張 真由美     

                                             (旭 川 市) 

 

Ｉｎｔａｋｅは、「目標に対して少しずつ繰り返しながら難易度を高めていくこと」が必要です。そこ

で今回は、この題材（場所や位置を表わす言葉）において、繰り返し積み重ねられたＩｎｔａｋｅを

更に Ｏｕｔｐｕｔに近づけていく段階のアクティビティとして紹介します。 

 

『体を使って楽しむアクティビティのなかで、既習の単語や文型を組み合わせ応用しながら理

解を深める』ことにより、更に『自信』を高め『達成感』を味わうことができる。 

                   

１．Ｗｈｅｒｅ ｉｓ ｔｈｅ ｄｏｇ？ ゲーム （その１） 

準備： カード（大），イス（人数分） 

人数： クラス全員 ｏｒ １０名程のグループ 

言語材料： Ｗｈｅｒｅ ｉｓ ｔｈｅ ｄｏｇ？  Ｉｔ´s ○○ ｔｈｅ ｃｈａｉｒ． 

 ｏｎ ， ｕｎｄｅｒ ， ｂｅｈｉｎｄ  

   いつ？： Ｉｎｔａｋｅ（Ｇｅｔｔｉｎｇ ｉｔ） 

① リーダー（１名）は、後ろ向きに立つ（リーダーの前にはカードが３枚置いてある） 

② リーダー以外の児童は、それぞれ自分のイスの横に立つ（今回は犬役です） 

③ リーダー以外の児童みんなで Ｗｈｅｒｅ ｉｓ ｔｈｅ ｄｏｇ？と聞き（１，２，３，４とリズムを刻ん

でいる間に）それぞれ好きな位置に移動する。 

④ リーダーは、カードを１枚選び、振り返ってカードを見せながら Ｉｔ´ｓ ○○ ｔｈｅ ｃｈａｉｒ．と

答える。 

⑤ リーダーの選んだ位置と同じ児童は、アウト。 

 

 ２． Ｗｈｅｒｅ ｉｓ ｔｈｅ ｄｏｇ？  ゲーム （その２） 

  準備： カード（小），犬のぬいぐるみ ｏｒ 犬の形をしたもの，イス，テーブル，箱 

  人数： ペア 

  言語材料： Ｗｈｅｒｅ ｉｓ ｔｈｅ ｄｏｇ？  Ｉｔ´ｓ ○○ ｔｈｅ ○○． 

          ｏｎ ， ｕｎｄｅｒ ， ｂｅｈｉｎｄ ， ｃｈａｉｒ ， ｔａｂｌｅ ， ｂｏｘ 

  いつ？： Ｉｎｔａｋｅ（Ｕｓｉｎｇ ｉｔ） 

① Ａ，Ｂのペアになる。 

② Ａは、犬のぬいぐるみを持ち Ｗｈｅｒｅ ｉｓ ｔｈｅ ｄｏｇ？とＢに聞く。 

③ Ｂはカードを１枚取り、そこに描かれている位置を答える。 Ｉｔ´ｓ ○○ ｔｈｅ ○○．  

④ Ａは、イス，テーブル，箱の置いてある所まで行き、カードと同じ位置に犬を置く。 

⑤ Ｂは、それがカードと合っていれば 「Ｏｋ！」「Ｇｏｏｄ！」「Ｒｉｇｈｔ！」「Ｂｉｎｇｏ！」と言う。 


